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賦課された区域内に土地を所有している方、もしくはその土地に権利を持っている方に、受

益者負担金制度を理解していただき収納率を高めていく。
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下水道事業特別会計 担当課

事務事業名 担当部

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

公共下水道の普及を推進します

1

受益者負担金徴収事業

会計区分

◆２５年度実施内容

　下水道建設費の一部を受益を受けられる方に負担していただき、建設費の一部に還元し

ていく受益者負担金制度を広く市民（特に今後賦課を予定している地区）に理解していただ

くため、地元説明会を積極的に開催するとともに受益者とはだれなのか、何故受益者なの

かを従来より詳細に説明し、この制度への理解を図った。

　納付方法としては、１６回分割納付を一括納付された方に対し、納期前納付報奨金を交付

する制度を実施した。

　事務従事職員は、受益者負担金制度説明会の開催、賦課、徴収及び収納状況を管理す

る事務を行っている。

　平成２５年度受益者負担金制度説明会開催：２回

下水道課

庶務係

事業類型 一般

担当係

根拠法令・個別計画

4

平成１２年度以前

都市基盤

都市計画法、地方自治法、下水道事業受益者負担金に関する条例及び条例施行規則

1

平成３０年度以降
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目的

（対象をどの様な
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◆２５年度直接経費の内訳

　受益者負担金納期前納付報奨金（14,059千円）

　【その他財源の内容】

　人件費の半額と受益者負担金納期前納付報奨金（19,188千円）

◆２６年度直接経費の内訳

　受益者負担金納期前納付報奨金（14，600千円）

　【その他財源の内容】

　人件費の半額と受益者負担金納期前納付報奨金（19,597千円）
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負担金徴収件数

成果指標名

収納率

活動指標名

平成25年度賦課件数のうち前納報奨金制度利用者は94.5％(H24 74.9％)の方が利用

されており、収納率は97.64％から98.1％となった。
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事業実施におけ

る課題

年金生活者又は年金をもらえない人など一部の方については、納付金額が大きいた

めかなりの負担となることに加え、前納することが困難のため前納付報奨金制度の利

用が難しい。

また、受益者負担金制度に対する理解が一部の人に得られない面もみられる。
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達成状況
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評評評評
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一次評価のとおり。

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

受益者負担金の理解を深めるため、ホームページの充実をはかる。（Ｑ＆Ａの充実を

はかる。）

維　持

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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２７年度以降

の改善案

夏、冬の滞納整理時に納付の督促をすることに加え、小口の分割納付を勧め、少しで

も納めやすくし納付促進を図る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

また、受益者負担金制度に対する理解が一部の人に得られない面もみられる。

受益者負担金としていただいたお金を工事費の一部として充てることができるため、

下水道事業という長期間かかる事業には必要と思われる。

判定理由

この受益者負担金は、管渠工事、公共桝設置工事の原資に充てられており、毎年１

億円規模であるので影響は、大きいと思われます。

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響


